
第１章 地震の概要

１－１ 地震発生の概要

平成２３年３月１１日１４時４６分頃、三陸沖を震源とするマグニチュード（Ｍ）９.０の地震が発生した。この地震によ

り、宮城県栗原市で最大震度７を観測したほか、北海道から関東・中部地方にかけて震度６から震度１を観測した。

この地震の発震機構は西北西-東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレートと北アメリカプレート境

界域における海溝型地震であり、（Ｍ）９.０という地震の規模は、１９２３年（大正１２年）の関東地震の（Ｍ）７．９や１９

９４年（平成６年）の北海道東方沖地震のＭ８．２を上回る日本国内観測史上最大の巨大地震である。

この地震により多くの都道県や市町村に被害をもたらした。さらに、地震により大津波が発生し、北海道から沖縄、

海外ではハワイ、カリフォルニア沿岸部にまで津波被害をもたらした。

気象庁は、今回の地震について「平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震」と命名した。

また、４月７日にはマグニチュード７.４（最大震度６強）の余震が宮城県沖で発生し、新たに河川の堤防や道路等

の施設に影響を及ぼした。

地 震 名：平成２３年（２０１１年）

東北地方太平洋沖地震

発生日時：平成２３年３月１１日１４時４６分頃

地震規模：マグニチュード９.０

場 所 等：三陸沖(牡鹿半島の東南東、約１３０km

付近）、深さ約２４km

発震機構：西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断

層型（CMT解）

震度観測：【最大震度７】

宮城県栗原市で震度７、宮城県の涌谷町、

登米市、大崎市、名取市など、宮城県、福島

県、茨城県、栃木県の４県３７市町村で震度

６強を観測したほか、東北地方を中心に、

北海道から九州地方にかけて震度６弱

～１を観測

津波観測：北海道から沖縄にかけての太平洋沿岸

で高い津波を観測したほか、日本海沿岸、

オホーツク海沿岸、東シナ海沿岸の一部

でも津波を観測
出典：気象庁HP 平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震に関する観測・解析データなど

全国地震回数（震度４ 以上）

資料：気象庁2011年12月8日資料

4 5弱 5強 6弱 6強 7

3/11～ 3/31 81 15 6 0 1 1

4/ 1～4/30 40 7 0 2 1 0

5/ 1～ 5/31 14 2 0 0 0 0

6/ 1～6/30 7 2 0 0 0 0

7/ 1～7/31 7 1 2 0 0 0

8/ 1～8/31 9 2 0 0 0 0

9/ 1～ 9/30 6 1 1 0 0 0

10/1～10/31 2 0 0 0 0 0

11/1～ 11/30 1 0 1 0 0 0

12/1～12/8 1 0 0 0 0 0

総計 168 30 10 2 2 1

最大震度別回数
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震源時 日 時 分 震央地名                　 緯度             経度             　　 深さ       規模
各 地 の 震 度 （計 測 震 度）

11  14 46 三陸沖                 38°06.2’Ｎ     142°51.6’Ｅ        24km      Ｍ : 9.0
平成 23 年（ 2011 年）東北地方太平洋沖地震
７
栗原市築館（旧）＊=6.6

６強
栗原市若柳＊=6.3 石巻市桃生町＊=6.3 登米市米山町＊=6.2 大崎市古川三日町=6.2 大崎市田尻＊=6.2宮城川崎町前川＊=6.2 仙台
宮城野区苦竹＊=6.2 名取市増田＊=6.1 栗原市高清水＊=6.1
大崎市古川北町＊=6.1 宮城美里町木間塚＊=6.1 東松島市矢本＊=6.1 大崎市鹿島台＊=6.0
栗原市一迫＊=6.0 塩竈市旭町＊=6.0 涌谷町新町=6.0 大衡村大衡＊=6.0 蔵王町円田＊=6.0登米市南方町＊=6.0 山元町浅生原＊
=6.0

６弱
栗原市金成＊=5.9 登米市迫町＊=5.9 大崎市松山＊=5.9 岩沼市桜＊=5.9 石巻市門脇＊=5.9
石巻市前谷地＊=5.9 気仙沼市赤岩=5.8 角田市角田＊=5.8 栗原市瀬峰（旧）＊=5.8
仙台若林区遠見塚＊=5.8 仙台泉区将監＊=5.8 宮城美里町北浦＊=5.8 登米市豊里町＊=5.7
仙台青葉区大倉=5.7 登米市登米町＊=5.7 栗原市栗駒=5.7 東松島市小野＊=5.7 松島町高城=5.7 登米市中田町=5.7 白石市亘理町＊
=5.6 利府町利府＊=5.6 大郷町粕川＊=5.6 大河原町新南＊=5.6仙台青葉区作並＊=5.6 仙台宮城野区五輪=5.6 南三陸町志津川
（旧）=5.6 南三陸町歌津＊=5.6  石巻市鮎川浜＊=5.6 富谷町富谷＊=5.5 仙台空港=5.5 石巻市泉町=5.5 石巻市北上町＊=5.5
石巻市相野谷＊=5.5 亘理町下小路＊=5.5 登米市東和町＊=5.5 気仙沼市唐桑町＊=5.5仙台青葉区雨宮＊=5.5 大和町吉岡＊=5.5 仙
台青葉区落合＊=5.5

５強
気仙沼市笹が陣＊=5.4 宮城加美町中新田＊=5.4 色麻町四竈＊=5.4 栗原市鶯沢＊=5.4
大崎市三本木＊=5.4 村田町村田＊=5.4 柴田町船岡=5.4 丸森町鳥屋＊=5.4 仙台太白区山田＊=5.4七ヶ浜町東宮浜＊=5.4 登米市石
越町＊=5.3 登米市津山町＊=5.3 大崎市岩出山＊=5.3
宮城加美町小野田＊=5.3 多賀城市中央＊=5.3 栗原市花山＊=5.2 丸森町上滝=5.1 大崎市鳴子＊=5.1
石巻市大瓜=5.0 七ヶ宿町関＊=5.0 気仙沼市本吉町津谷＊=5.0

５弱
宮城加美町宮崎＊=4.9

＊のつ
いている地点は、地方公共団体もしくは独立行政法人防災科学技術研究所の震度観測点を示す。

資料：「平成24 年12 月 地震・火山月報（防災編）　●付録５．「平成23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震」による各地の震度」を基に記載

１－１－１ 各市町村の最大震度

宮城県栗原市築館では、今回の地震の最大震度７を記録するとともに、宮城県の全市町村において、

震度５弱以上を観測。

資料：気象庁HP震度データベース

【凡例】

三陸沖 38°06.2’ Ｎ 142°51.6’ Ｅ 24km M:9.0
平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震
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１－１－２ 津波

気象庁では、東北地方太平洋沖地震発生後の１４時４９分に津波警報（大津波）を発表した。

１４時５０分頃には三陸沖のほぼ全域において津波を観測した。

翌、３月１２日２０時２０分に津波警報に切替えられ、その後、３月１３日７時３０分には津波注意報に切替え、同日の
１７時５８分に津波注意報が解除された。

東北地方整備局のみちのく号（ヘリコプタ）は、この津波をテレビカメラで捉えており、その映像には、仙台湾南部
海岸に多段津波が押し寄せる姿が映し出されていた。

各地の津波観測施設では、福島県相馬で9.3ｍ以上※、宮城県石巻市鮎川で8.6ｍ以上※など、東日本の太平洋
沿岸を中心に非常に高い津波を観測したほか、北海道から鹿児島県にかけての太平洋沿岸や小笠原諸島で１ｍ以
上の津波を観測した。

※観測施設が津波により被害を受けたためデータを入手できていない期間があり、後続の波でさらに高くなった可能性がある

資料：気象庁 3月11日資料

【津波情報】 〈気象庁〉
平成23年3月11日 14:46 東北地方太平洋沖地震発生

14:49 大津波警報の発表
平成23年3月12日 20:20 津波警報へ切替え
平成23年3月13日 7:30 津波注意報へ切替え

17:58 津波注意報解除

資料：気象庁 災害時地震・津波速報 平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震
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日本国内の津波観測施設で観測された津波の観測値 （１） ※値は後日変更される場合がある。
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日本国内の津波観測施設で観測された津波の観測値 （２） ※値は後日変更される場合がある。
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日本国内の津波観測施設で観測された津波の観測値 （３） ※値は後日変更される場合がある。

資料：気象庁災害時地震・津波速報 平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震
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国土地理院で取りまとめた浸水範囲概要図によると宮城県全域では、327ｋ㎡

が浸水した。（宮城県の面積7,285k㎡ (浸水域：4.5％））

津波浸水範囲面積
（平成23年4月18日発表）

仙台市宮城野区 20ｋ㎡

仙台市若林区 29ｋ㎡

仙台市太白区 3ｋ㎡

石巻市 73ｋ㎡

塩釜市 6ｋ㎡

気仙沼市 18ｋ㎡

名取市 27ｋ㎡

多賀城市 6ｋ㎡

岩沼市 29ｋ㎡

東松島市 37ｋ㎡

亘理町 35ｋ㎡

山元町 24ｋ㎡

松島町 2ｋ㎡

七ヶ浜町 5ｋ㎡

利府町 0.5ｋ㎡

女川町 3ｋ㎡

南三陸町 10ｋ㎡

全 体 327ｋ㎡

資料：国土地理院

■津波の遡上範囲

名取川

阿武隈川

浸水範囲約5.0km

【被災箇所数】
仙台河川国道事務所管内
・名取川 ３５箇所
・阿武隈川（宮城県分） ５８箇所

【阿武隈川河口部左岸 津波の越流状況】

【仙台湾南部海岸 岩沼市蒲崎地区】

太平洋

１－１－３ 浸水範囲
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発震以降、１年間は余震活動がつづいている。
以下に余震の発生した領域を示す。

震央分布図の領域内ａに示した地震は、震源断層であるプレート境界で発生している地震の他、その領域に空間
的に近い太平洋プレート内の地震および、海溝軸の東側の地震、震源域に近い陸域の浅い地震も含んでいる。

資料：気象庁ＨＰ 震度分布図

東北地方太平洋沖地震 最大余震（2011-9-16現在）
・地震発生時刻 ： 平成23年（2011年）3月11日 15:15:34
・震源位置 ： 36.108°N, 141.265°E 深さ：43 km(気象庁, 2011-09-16現在)
・マグニチュード ： 7.7 (気象庁, 2011-09-16現在)

領域a内の地震回数、領域ａ内の地震活動経過図及び回数積算図を以下に示す。

１－１－４ 余震活動
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東北地方太平洋沖地震に伴う地殻変動により、東北地方から関東地方において水準測量作業（主要な道路沿い
に約２ｋｍ間隔で設置されている水準点の観測）を実施した結果、詳細な上下変動量が確認された。

資料：国土地理院

平成２３年（２０１１年）東北地方太平洋沖地震に伴う

水準点の上下変動

太平洋沿岸の上下変動量

気
仙
沼
市

電
子
基
準
点

南
三
陸
町

東
松
島
市

松
島
町

名
取
市

亘
理
町

石
巻
市

女
川
町

白
石
市

１－１－５ 地殻変動
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資料：警察庁緊急災害警備本部発表 平成30年12月10日現在

１－２ 一般被害等の状況

１－２－１ 人的及び住家被害の状況
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■平成２３年１２月３０日、宮城県内の避難所は全て閉鎖

市町村 戸数 市町村 戸数 市町村 戸数 市町村 戸数

仙台市 8,147 登米市 209 川崎町 7 富谷町 94

石巻市 6,433 栗原市 30 丸森町 22 大衡村 1

塩竈市 335 東松島市 1,274 亘理町 674 色麻町 0

気仙沼市 1,584 大崎市 400 山元町 742 加美町 30

白石市 213 蔵王町 29 松島町 73 涌谷町 47

名取市 1,213 七ヶ宿町 2 七ヶ浜町 214 美里町 69

角田市 128 大河原町 95 利府町 109 女川町 430

多賀城市 1,291 村田町 8 大和町 47 南三陸町 312

岩沼市 408 柴田町 80 大郷町 1 全体 24,751

■応急仮設住宅：４０６団地２２，０９５戸数

（宮城県土木部住宅課 平成２３年１１月２２日現在）

■民間賃貸住宅借上制度による仮設住宅件数：２４，７５１戸数

（宮城県保健福祉部震災援護室 平成２３年１１月１４日現在）

市町村
建設

団地数
建設戸数 市町村

建設
団地数

建設戸数

仙台市 19 1,523 亘理町 5 1,126

石巻市 131 7,297 山元町 11 1,030

塩竈市 335 206 七ヶ浜町 7 421

気仙沼市 1,584 3,504 女川町 30 1,294

名取市 213 910 南三陸町 58 2,195

多賀城市 1,213 373 大郷町 1 15

岩沼市 128 384 美里町 2 64

東松島市 1,291 1,753 全 体 406 22,095

１－２－２ 避難状況
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１－３ 公共土木施設被害状況

１－３－１ 宮城県における被災状況

資料：宮城県（土木部）ホームページ

宮城県における土木施設の被害状況及び災害査定状況は以下のとおり （確定値）
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資料：宮城県（土木部）ホームページ

公共土木施設等 災害査定決定概要（全体）
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１－３－２ 河川の被災・復旧状況

【 河川 】 平成２４年１月１０日１０：００現在、２，１１５箇所（直轄管理河川）で被災を確認。うち、６水系５３箇所を

緊急復旧事業対象とし、全て対策完了済。

水管理・国土保全局保全局
平成24年1月10日 10時00分現在
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